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広 報 誌

C O N T E N T S

3

16 歴史散歩　　

川崎の夕景

14 外から見た出光
インタビュー／出光興産 社外取締役 野田 由美子

18 眼光紙背

黄金の奴隷たるなかれ

20 未来につなげる「〇」がある。未来に変えたい「×」がある。

環境フォト・コンテスト「わたしのまちの〇と×」

19 HIGHLIGHT TOPICS

3 中計特集 idemitsu VISION

2030年ビジョン「責任ある変革者」の実現に向かう、
出光グループの“今”をお届けする広報誌。

毎号の特集で、当社グループにおける注目の話題をピックアップし、
さまざまな切り口でご紹介。

2023

8

14

vol.5

16

8 国・地域社会、そこに暮らす人々のために

産業・社会に広く貢献する素材を
マレーシアから世界へ

（マレーシア編）

地球環境にやさしい

まだ見ぬエネルギーのチカラ

2

まだ見ぬ
エネルギーのチカラ

地 球 環 境 に や さ し い

カーボンニュートラルを実現するエネルギーの開発が、世界中で進められている。
今回の特集のテーマは、二つの一歩先のエネルギー「合成燃料」と「バイオ燃料」。
これらの可能性を解き明かすとともに、社会実装に向けた出光興産の挑戦に迫る。

vol.2idemitsu VISION 中 計 特 集 
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エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
る

現
在
、
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
電
気
自
動

車
や
水
素
燃
料
電
池
車
へ
の
移
行
が
本

格
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
歩
先
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
へ
の
移
行
は
容
易
で
は

な
い
。
特
に
、
長
距
離
の
移
動
や
物

流
に
使
わ
れ
る
航
空
機
や
船
舶
、
大
型

車
両
、
重
機
な
ど
は
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
も
多
い
。
電
動
化
に

お
い
て
は
、
電
池
の
高
性
能
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
問
題
が
、
水
素
化
に
お
い
て

は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
安
全
面
、
必
要

量
の
確
保
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
合

成
燃
料
や
バ
イ
オ
燃
料
だ
。
最
大
の
利

点
は
、
化
石
燃
料
と
同
等
の
性
状
を
持

つ
こ
と
。
車
両
や
航
空
機
な
ど
で
化
石

燃
料
か
ら
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、

既
存
の
石
油
精
製
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
も
活

用
で
き
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
行

期
に
必
要
な
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
特
に
航
空
燃
料
は
世
界
的
に
一

定
割
合
を
S
A
F
＊
1

に
置
き
替
え
る
よ

う
義
務
付
け
る
動
き
も
あ
り
、
社
会
実

装
が
急
が
れ
て
い
る
。

ま
た
、
バ
イ
オ
燃
料
に
は
、
液
体
燃
料

以
外
に
も
、
固
体
の
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト

や
気
体
の
バ
イ
オ
ガ
ス
な
ど
、
多
様
な

形
態
の
燃
料
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
よ
り

幅
広
い
用
途
に
お
い
て
低
炭
素
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
燃
料
に
も
課
題

は
あ
る
。
両
者
共
通
の
課
題
は
、
製
造

プ
ロ
セ
ス
や
原
料
調
達
の
方
法
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
供
給
に
高
い
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
だ
。
国
内
の
再
エ
ネ
由
来
の

水
素
を
用
い
て
合
成
燃
料
を
作
っ
た
場

合
、
現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
4
倍
以

上
に
な
る
。
バ
イ
オ
燃
料
は
、
原
料
と
な

る
生
物
資
源
の
確
保
に
お
い
て
、
食
料

と
の
競
合
を
避
け
、
非
食
用
の
植
物
や

廃
棄
物
を
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
植
物
を
対
象
に
し
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
新
た
に
構
築
し
て
い
く

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
に
注

力
し
て
き
た
当
社
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に

未
知
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦
だ
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
当
社

で
は
社
内
外
と
の
共
創
を
通
じ
て
ト
ラ
イ

ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
石
油
精
製
技
術
や
イ
ン
フ

ラ
設
備
の
知
見
を
強
み
と
し
、
合
成
燃
料

と
バ
イ
オ
燃
料
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、

早
期
の
社
会
実
装
を
目
指
す
。

＊1　非化石由来の原料から製造される持続可能な航空燃料（Sustainable Aviation Fuel） 

エネルギー転換を加速させる
二つの新燃料

一歩先のエネルギーとして脚光を浴びる「合成燃料」と「バイオ燃料」。
私たちの未来を変えるかもしれないこれらのエネルギーは、一体どのような可能性を秘めているのだろうか。

まだ一般に普及していない二つのエネルギーについて解説する。

CO2とH2から生まれる
クリーンな液体燃料にも

植物・生物由来の
持続可能なエネルギー

燃焼時の有害物質も少ない

限られた資源を有効活用する

資源国以外でも製造できる

合成燃料の原料はCO2とH2。
CO2は排ガスや大気中から、H2は
太陽光や風力などの再生可能エネ
ルギー由来の電力で水を電気分
解した場合、CO2の排出を抑えて
製造することが可能だ。燃焼時に
発生するCO2を再び合成燃料の原
料にすることで、ライフサイクル上
でCO2を増やすことがない、カーボ
ンニュートラルな燃料となる。

バイオ燃料は、トウモロコシやサト
ウキビ、木材などの生物資源であ
るバイオマスから作られる。原料と
なる植物が光合成によって吸収し
たCO2量と、燃焼時に排出するCO2
量が相殺されるカーボンニュート
ラルエネルギーだ。また、原料とな
る植物由来の生物資源は自然の
中で再び育つため、枯渇の心配の
ない持続可能なエネルギー源とい
える。

従来の石油由来の燃料と比較し、
硫黄や重金属の含有量が少ない
ため、より環境負荷の少ないエネ
ルギーといえる。

バイオ燃料は資源の有効活用とい
う観点でも優れている。バイオガス
やバイオエタノールは、食品加工や
農業で発生する有機性廃棄物か
らも生産できる。廃棄物を有効活
用することで、処分にかかる手間や
環境負荷も軽減している。

化石燃料の産地といえば、中東や
北米などに集中しているが、合成
燃料なら、これまで化石燃料が存
在しなかった場所でも製造できる
上、枯渇リスクもない。

燃料の形態はさまざま
バイオ燃料の種類は、バイオエタ
ノール、バイオディーゼル、バイオガ
スなどさまざまだ。当社で製造・供
給しているバイオ固形燃料「出光グ
リーンエナジーペレット」は、木材
や植物をペレットにして半炭化し
た高カロリー燃料で、石炭と混焼
が可能だ。

当社は、2050年のカーボンニュートラル社会のメインプレイヤー
となるべく、「中期経営計画（2023～2025年度）」で2030年までに
「3つの事業領域」に取り組むことを宣言しました。合成燃料・バ
イオ燃料は、そのうちの「一歩先のエネルギー」「多様な省資源・
資源循環ソリューション」の開発と社会実装に向けた重要な取
り組みです。2020年代後半までの実用化と普及を目指します。

資源循環にも貢献する

バイオ燃料
CO2とH2から作り出す

合成燃料

中計重点施策

エネルギーを社会実装する出光の使命
一歩先の
エネルギー

多様な省資源・
資源循環

ソリューション

スマートよろずや

ブルーアンモニア

ブルー水素

合成燃料・化学
CCUS

出光グリーンエナジーペレット

SAF・バイオディーゼル
バイオ化学・潤滑油

リチウム電池材料
環境対応型農畜産資材
高速通信・次世代ディスプレイ
モビリティ軽量・強靭化

資源循環・リサイクル
（使用済みプラスチック・ソーラー
パネル・全固体リチウム電池）

Type別サービスステーション
超小型EV

EV充電・メンテナンス
MaaS

分散型電源

スクリーニング

スクリーニング

1.社会的価値
・社会課題解決への貢献度
・CNへの貢献度
・公共性・市場成長性

2.投資効率
・2030年ROIC目標値7%を
前提とした投資判断

H2
NH3

「投資を厳選」
2030年までに
事業構造改革へ

累計1兆円規模＊1の投資
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＊2　脂肪酸メチルエステル（食用油などをメチルエステル化したもの）のことで、バイオディーゼル燃料として注目されている。（Fatty Acid Methyl Ester）

   キーワードでひもとく
合成燃料・バイオ燃料の今

一歩先のエネルギーとして、大きな可能性を秘める合成燃料とバイオ燃料。
しかし、全面的な社会実装に至るまでの課題は多く、道のりはまだまだ遠い。

当社は、これらの壁を乗り越えるため、国内外での共創を通じて、一歩先のエネルギーの可能性を引き出す挑戦を加速している。
その取り組みの一部を紹介する。

合成燃料の
社会実装

バイオマス由来のSAF

グローバルなサプライチェーンを

サーキュラーエコノミー

エネルギーの地産地消

船舶用バイオ混合燃料

J-オイルミルズ様より
いただいたコメント

HIF社は、合成燃料の開発・製造で世界をけん引する企業で、
2022年12月にチリで初めての合成燃料の生産に成功した。
2026年の運用開始を目指す米国テキサス州のプラントでは、年
間最大約76万KLの合成燃料を生産予定。これにより米国内の
40万台以上の自動車の脱炭素化が可能になると見込まれる。

当社は「おいしさ×健康×低負
荷」の実現を目指し、食用油
脂事業を主として展開してい
ます。このたび「油（あぶら）」を
接点とした共創で、出光興産
様とサーキュラーエコノミー実
現に向けた取り組みを開始し、
その一環で非可食植物活用
を検討しています。SAF原料と
して食料と競合しない原料を
活用することは食料問題への
対応に寄与し、当社の企業理
念にもつながります。両社の強
みを生かしたイノベーションを
期待します。

国
内
の
合
成
燃
料
の
普
及
を

加
速
さ
せ
る
海
外
と
の
共
創

合
成
燃
料
の
社
会
実
装
を
見
据
え
、

2
0
2
3
年
4
月
、
南
米
・
北
米
・

豪
州
な
ど
で
合
成
燃
料
の
製
造
を
行
う

H
I
F 

G
l
o
b
a
l
（
H
I
F
社
）

と
、
合
成
燃
料
の
生
産
と
日
本
国
内
で

の
普
及
に
向
け
た
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
合
意
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
チ
リ
南
部
に
位
置
す
る
H
I
F
社

の
合
成
燃
料
の
実
証
試
験
プ
ラ
ン
ト
を

視
察
し
、
早
期
社
会
実
装
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
、
両
社
で

海
外
か
ら
の
合
成
燃
料
の
調
達
、
日
本

市
場
へ
の
供
給
、
国
内
外
で
の
製
造
設

備
へ
の
共
同
出
資
を
含
む
一
連
の
計
画

を
検
討
す
る
他
、
日
本
国
内
で
回
収
し

た
C
O₂
の
輸
送
と
活
用
に
つ
い
て
も
連

携
。
国
内
の
合
成
燃
料
の
実
用
化
・
普

及
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

ま
た
、
当
社
は
北
海
道
製
油
所
で
製

造
す
る
グ
リ
ー
ン
水
素
を
活
用
し
た
供

給
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

非
可
食
油
原
料
樹
の

植
林
と
搾
油

当
社
は
株
式
会
社
J-

オ
イ
ル
ミ
ル
ズ

と
共
に
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

実
現
に
向
け
、
バ
イ
オ
原
料
確
保
に
よ
る

S
A
F
製
造
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
、
バ
イ
オ
化
学
品
活
用
な
ど
の
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
の
構
築
に
関
す
る
検
討
に
共

同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
一
環
で
、
食
料
と
競
合
し
な
い

バ
イ
オ
マ
ス
原
料
を
確
保
す
る
た
め
、

豪
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
、

非
可
食
油
原
料
樹
「
ポ
ン
ガ
ミ
ア
」
の

2
0
2
3
年
内
の
小
規
模
栽
培
実
証
開

始
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ポ
ン
ガ
ミ
ア

は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
に
分
布

す
る
マ
メ
科
植
物
。
油
収
量
効
率
が
高

く
、
S
A
F
原
料
と
し
て
の
活
用
が
期

待
さ
れ
る
他
、
植
林
に
よ
る
C
O₂
の
固

定
化
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
も
貢
献
す
る
。

北
海
道
内
で
バ
イ
オ
混
合
燃
料

を
地
産
地
消

2
0
2
3
年
2
月
中
旬
か
ら
3
月
初

旬
に
か
け
て
、
バ
イ
オ
混
合
燃
料
を
用
い

た
船
舶
の
試
験
運
航
を
実
施
。
北
海
道

で
回
収
さ
れ
た
廃
食
油
を
原
料
に
、
北

海
道
で
製
造
さ
れ
た
F
A
M
E
＊
2
を
混

合
し
た
燃
料
を
、
苫
小
牧
港
内
で
運
航

す
る
配
給
船
に
供
給
し
た
。
使
用
し
た

バ
イ
オ
混
合
燃
料
は
、
既
存
の
船
舶
用

内
燃
機
関
で
も
使
用
で
き
る
も
の
で
、

従
来
の
燃
料
に
比
べ
て
、
C
O₂
排
出
量

を
約
15
～
18
%
削
減
で
き
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
今
回
の
試
験
運
航
で
得
た

知
見
を
基
に
、
大
型
船
舶
や
寒
冷
地
で

の
常
時
利
用
を
含
め
た
実
用
化
検
討
を

加
速
す
る
予
定
だ
。

大
型
原
油
タ
ン
カ
ー
が
バ
イ
オ

混
合
燃
料
で
の
航
行
に
成
功

2
0
2
3
年
4
月
、
出
光
タ
ン
カ
ー

が
保
有
・
運
航
す
る
大
型
原
油
タ
ン
カ
ー

「
I
D
E
M
I
T
S
U 

M
A
R
U
」
が
、

グ
ル
ー
プ
初
と
な
る
バ
イ
オ
混
合
燃
料

を
用
い
た
試
験
航
行
に
成
功
し
た
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

｜

中
東
間
の
航
路
向
け
に
、
出

光
タ
ン
カ
ー
が
出
光
ア
ジ
ア
の
調
達
し

た
バ
イ
オ
混
合
燃
料
を
購
入
し
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
補
給
。
使
用
し
た
燃
料
は
通

常
の
燃
料
に
対
し
、
C
O₂
排
出
量
を
約

15
～
20
％
削
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
海
上
輸
送
の
環
境
負
荷
軽
減
に

向
け
て
、
バ
イ
オ
混
合
燃
料
の
導
入
を
含

め
、
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

CO2
CO2

CO2

原料となるCO2を
回収・国際輸送

合成燃料

合成燃料

合成燃料

海外プロジェクトから合成燃料を調達、
日本での実用化・普及を促進

HIF社とは

バ
イ
オ
燃
料

バ
イ
オ
燃
料

合
成
燃
料

バ
イ
オ
燃
料

ポンガミアの油、実、樹木
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パシルグダン事業所

ジョホール・バル

クアラルンプール

東
南
ア
ジ
ア
の
多
民
族
国
家
、
マ

レ
ー
シ
ア
。
マ
レ
ー
半
島
と
ボ
ル
ネ
オ

島
北
部
の
二
つ
の
陸
地
か
ら
成
り
立

つ
、
赤
道
直
下
で
熱
帯
雨
林
に
覆
わ

れ
た
自
然
豊
か
な
国
だ
。
公
用
語
で

あ
る
マ
レ
ー
語
の
他
に
、
英
語
、
中
国

語
、
タ
ミ
ル
語
な
ど
複
数
の
言
語
が
使

用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
文
化
や

宗
教
が
共
存
す
る
多
様
性
の
国
と
し

て
知
ら
れ
る
。

当
社
の
パ
シ
ル
グ
ダ
ン
事
業
所
は

隣
接
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
コ
ー

ズ
ウ
ェ
イ
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
、
マ
レ
ー

シ
ア
第
二
の
都
市
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル

か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
場
所
に
位
置

す
る
。
同
所
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
営

石
油
会
社
ペ
ト
ロ
ナ
ス
と
の
J
V
と

し
て
ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
を
製
造
・

販
売
す
る
出
光
S
M
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

（
I
S
M
）、
そ
の
誘
導
品
で
あ
る
ハ

イ
イ
ン
パ
ク
ト
Ｐ
Ｓ
（
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
を

製
造
・
販
売
す
る
ペ
ト
ロ
ケ
ミ
カ
ル

ズ
（
マ
レ
ー
シ
ア
）（
P
（
M
））、
今

年
1
月
に
完
工
し
た
S
P
S
の
第
二

製
造
装
置
の
運
営
を
担
う
出
光
ア
ド

バ
ン
ス
ド
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
（
マ
レ
ー
シ

ア
）（
I
A
M
）、
統
括
・
管
理
会
社

の
出
光
ケ
ミ
カ
ル
ズ
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

（
I
C
M
）
の
４
社
か
ら
成
る
。
東
京

ド
ー
ム
約
24
個
分
に
も
及
ぶ
広
大
な

敷
地
に
、
日
本
人
駐
在
員
15
名
を
含

む
3
5
0
名
以
上
が
働
く
一
大
拠
点

だ
。
原
料
に
つ
い
て
は
、
J
V
パ
ー
ト

ナ
ー
の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
か
ら
天
然
ガ
ス
や

エ
チ
レ
ン
を
、
ま
た
、
当
社
が
出
資
す

る
ベ
ト
ナ
ム
の
ニ
ソ
ン
製
油
所
か
ら
ベ

ン
ゼ
ン
を
安
定
的
に
調
達
し
、
ス
チ
レ

ン
モ
ノ
マ
ー
か
ら
誘
導
品
で
あ
る
P
S

や
S
P
S
ま
で
一
気
通
貫
で
生
産
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

P
S
は
、
私
た
ち
の
産
業
や
生
活

を
支
え
る
重
要
な
素
材
だ
。
五
大

汎
用
樹
脂
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
樹
脂
の
中
で
も
、
成
型
加
工
が
し

1
9
1
1
年
、
北
九
州
の
門
司
で

石
油
販
売
業
を
興
し
た
出
光
。
以
来
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を

担
い
、
産
業
の
発
展
と
人
々
の
豊
か

な
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
。
そ
の
使

命
と
情
熱
の
舞
台
は
日
本
だ
け
に
は

と
ど
ま
ら
な
い
。
石
油
開
発
か
ら
石

油
製
品
の
製
造
・
販
売
ま
で
、
世
界

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
貢
献
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

だ
。
本
連
載
で
は
、企
業
理
念
に
あ
る

「
国
・
地
域
社
会
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
を
想
い
、考
え
ぬ
き
、働
き
ぬ
く
」

と
い
う
精
神
を
体
現
す
る
、
出
光
の

海
外
事
業
を
紹
介
し
て
い
く
。

第
二
回
は
マ
レ
ー
シ
ア
編
。
出
光
は

1
9
7
2
年
に
同
国
初
の
石
油
化
学

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ポ
リ
ス
チ
レ

ン（
P
S
）の
製
造
販
売
会
社
ペ
ト
ロ

ケ
ミ
カ
ル
ズ（
マ
レ
ー
シ
ア
）
を
皮
切

り
に
、
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
世
界
中

へ
石
油
化
学
製
品
を
供
給
し
続
け
て

い
る
。

や
す
く
、
形
状
の
再
現
性
が
高
い
こ

と
が
特
長
で
、
食
品
容
器
、
電
気
製

品
、
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
、
幅
広
い
用

途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
パ
シ
ル
グ
ダ

ン
事
業
所
で
生
産
さ
れ
た
H
I
P
S

は
、
主
に
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る

日
系
メ
ー
カ
ー
へ
供
給
さ
れ
る
。
空

調
機
器
や
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
家
電
・
O
A

機
器
な
ど
の
素
材
と
し
て
使
用
さ

れ
、
最
終
製
品
は
世
界
中
で
活
躍
し

て
い
る
。

［ パシルグダン事業所の各社の関係と主な生産品フロー ］

マレーシアの経済

産業・社会に広く貢献する素材を
マレーシア編

国・地域社会、
そこに暮らす
人々のために

v o l . 2

人口3千3百万人のマ
レーシアは､ 1960年代
までは天然ガスやゴム･
パーム油などといった天
然資源を輸出する農業
国として発展。1970年
代に入ると、電機・電
子産業を中心に堅実に
経済発展してきた。

地
の
利
を
生
か
し
て

ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
か
ら
誘
導
品
ま
で

一
気
通
貫
で
生
産
で
き
る
一
大
拠
点

出光ケミカルズ（マレーシア）（統括会社）

パシルグダン事業所

ペトロナス

ニソン
製油所

スチレン
モノマー

天然
ガス

ベン
ゼン

電気自動車
部品

電化製品
など

電化製品
OA機器
など

ABS樹脂・
塗料・接着剤・
EPS・UPR
など

マレーシアから
世界へペトロナス

ケミカルズ
エチレン※

出光SM
（マレーシア）

※当社が12.5%出資するペトロナスのグループ企業

エチ
レン

PS

ペトロ
ケミカルズ

（マレーシア）

SPS

出光
アドバンスド
マテリアルズ
（マレーシア）
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C O L U M N h i s t o r y

A
S
E
A
N
初
の
P
S
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
50
年

出
光
の
マ
レ
ー
シ
ア
進
出
の
歴
史
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1
9
6
0
年
代
後
半
、
ブ
ラ
ウ
ン
管

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
カ
セ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

な
ど
の
需
要
の
拡
大
に
伴
い
、
生
産
拠
点

を
日
本
国
内
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
と
移
し

た
日
系
メ
ー
カ
ー
へ
の
素
材
供
給
を
支
え

る
た
め
、
出
光
も
マ
レ
ー
シ
ア
へ
と
進
出

し
ま
し
た
。
当
社
は
、
1
9
7
2
年
に

A
S
E
A
N
初
の
P
S
メ
ー
カ
ー
と
し
て

設
立
さ
れ
、
以
降
50
年
に
わ
た
っ
て
事
業

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
海
外
事
業
は
販

路
開
拓
や
収
益
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
特
有
の
厳
し
さ
が
あ
り
、
出
光
も
こ
れ

ま
で
に
事
業
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
中
で
も
当
社
は
長
き
に
わ
た
り
事
業

を
継
続
し
、
現
在
は
海
外
に
進
出
し
て
い

る
唯
一
の
日
系
P
S
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
り

ま
す
。
近
代
化
に
伴
い
産
業
構
造
が
変
化

し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
東
南
ア
ジ
ア

を
中
心
と
し
た
幅
広
い
需
要
地
へ
品
質
の

良
い
P
S
を
効
率
的
に
提
供
で
き
る
こ
と

お
い
て
、
当
事
業
所
も
マ
レ
ー
系
、
中
華

系
、
イ
ン
ド
系
と
多
様
な
民
族
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
事
、
経
理
、
財

務
、
物
流
シ
ス
テ
ム
、
営
業
な
ど
ひ
じ
ょ

う
に
多
く
の
部
署
で
女
性
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う

国
の
特
性
も
影
響
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
考
え
方
が
当
た

り
前
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
に
、
赴
任
当

時
は
た
い
へ
ん
驚
き
ま
し
た
。
当
事
業

所
の
強
み
の
ひ
と
つ
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

タ
ッ
フ
の
多
様
性
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

出
光
の
企
業
理
念
や
創
業
の
精
神
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
も
浸
透
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
考
え
方
を
全
面
的
に
打
ち

出
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
の
成
長
を
第
一
に
考
え
る
出
光
の
姿
勢

に
共
感
す
る
人
が
長
く
働
い
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
す
。
何
十
年
も
勤
務
す
る
ベ
テ

ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
中
核
と
な
り
、
若
い
世

代
を
育
て
な
が
ら
、
パ
シ
ル
グ
ダ
ン
事
業

所
を
支
え
て
い
ま
す
。
ベ
ー
ス
と
し
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
々
に
は
、
互
い
の
人
種

や
宗
教
、
文
化
の
違
い
を
ひ
じ
ょ
う
に
自

然
に
受
容
す
る
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。
出
光

本
社
で
研
究
開
発
や
品
質
管
理
、
製
造
を

経
験
し
た
高
い
技
術
を
持
つ
社
員
と
、
現

地
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
が
議
論
を

か
ら
、
特
に
日
系
メ
ー
カ
ー
の
お
客
様
に

ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
50
年
も
の
間
異
国
の
地
で
事
業
を

継
続
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

発
足
当
時
か
ら
、
P
（
M
）
は
出
光
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
地
域
に
根
を
張
り
、

事
業
以
外
の
側
面
で
も
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
意
識
し
な
が
ら
事
業
を
継
続
し
て
き

た
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
要
因
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
当
時
は
出
光
の
出
資
比
率
が

35
%
の
合
弁
会
社
で
し
た
が
、
そ
の
頃
か

ら
こ
の
姿
勢
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
だ
か

ら
こ
そ
現
在
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
徐
々
に
出
光
の
出

資
比
率
を
増
や
し
、
現
在
は
1
0
0
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
に
は
現
在
約
1
5
0
名
の
社
員

が
い
ま
す
が
、
50
年
間
こ
れ
だ
け
の
規
模

の
雇
用
を
生
み
出
し
て
き
た
影
響
力
は
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
50
年
前
に
入
社

し
た
人
は
、
も
う
孫
が
い
る
世
代
。
今
の

ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た

ち
の
中
に
は
、
両
親
や
祖
父
母
が
出
光
で

働
い
て
い
た
と
い
う
子
も
多
く
い
る
は
ず

で
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

交
わ
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
向
を
目
指

し
て
協
働
す
る
環
境
が
実
現
で
き
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
高
い
品
質
を
求
め
る

日
系
企
業
に
信
頼
し
て
い
た
だ
き
、
長
年

お
取
引
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ル
拠
点
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
に
貢
献

パ
シ
ル
グ
ダ
ン
事
業
所
で
い
よ
い
よ
製
造

が
始
ま
る
S
P
S
に
つ
い
て
今
後
の
展
望

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

出
光
独
自
の
技
術
で
あ
る
S
P
S
は
、

そ
の
優
れ
た
特
質
か
ら
、
電
気
自
動
車

の
部
品
を
は
じ
め
、
多
く
の
製
品
に
用
い

ら
れ
、
年
々
需
要
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
に
S
P
S
製
造
を
目
的
と
し

I
A
M
を
設
立
し
、
2
0
2
3
年
1
月
に

は
、
出
光
全
体
で
2
基
目
と
な
る
S
P
S

製
造
装
置
が
完
成
、
今
後
の
需
要
拡
大
に

応
え
た
生
産
体
制
の
確
立
に
向
け
、
重
要

な
拠
点
と
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、
日
本
と
は
異
な
る

制
度
や
環
境
の
中
で
、
新
し
い
技
術
や
ア

イ
デ
ア
に
果
敢
に
挑
戦
し
や
す
い
と
い
う

強
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
事
業
所
に

は
す
で
に
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
が
あ
り
、

私
た
ち
４
社
が
事
業
を
運
営
し
、
地
域

と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
意
識
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
素
材
を
作
り
出
し
、
そ
れ
ら

を
安
定
供
給
す
る
た
め
に
は
、
高
い
技
術

力
と
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
時
間
が
必

要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
事
業
所
を
そ

う
い
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り
組
み

の
検
討
を
加
速
さ
せ
る
場
所
と
し
て
活
用

し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
社
と
し
て
は
、
出
光
本
社
と
一
体
と

な
り
、
再
生
可
能
な
有
機
性
の
資
源
で

あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
す
。
3
月
末
ま
で
に
、
当
事
業
所
で

は
、
持
続
可
能
な
製
品
の
国
際
的
な
認
証

制
度
「
I
S
C
C 

P
L
U
S
認
証
」 

を

ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
と
P
S
の
製
造
に
お

い
て
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
実
直
に

積
み
重
ね
て
き
た
事
業
に
取
り
組
み
な
が

ら
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
素
材
へ
の
転
換

に
果
敢
に
取
り
組
み
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

て
事
業
を
続
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
社

会
を
支
え
て
き
た
歴
史
は
、
当
社
の
大
き

な
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
日
本
人
学
校
の
設

立
も
諸
先
輩
方
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で

す
し
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
日
本

の
伝
統
文
化
を
伝
え
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
出
光
が
積
極
的
に
支
援
し
て
き
た

時
代
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
諸
先
輩

方
が
地
域
の
人
々
へ
の
貢
献
の
意
識
や
責

任
を
強
く
持
っ
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
沈

静
化
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
向
け
た
工
場
見
学
や
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な
ど
の
機
会
を
増
や

し
、
長
年
こ
の
地
で
事
業
を
継
続
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
感
謝
を
込
め
て
、
地
域

の
方
々
へ
の
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
息
づ
く

出
光
の
精
神

パ
シ
ル
グ
ダ
ン
事
業
所
の
組
織
風
土
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

多
民
族
国
家
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
に

多
様
性
の
下

息
づ
い
た
技
術
と
精
神

出
光
の
マ
レ
ー
シ
ア
事
業
に
お
い
て
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、

長
き
に
わ
た
り
マ
レ
ー
シ
ア
と
出
光
の
関
係
を
紡
い
で
き
た
P（
M
）の
竹
内
社
長
に
、

地
域
社
会
に
根
を
下
ろ
す
現
地
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
聞
い
た
。

ペトロケミカルズ
（マレーシア）
社長

竹内 賢
1993年出光興産入社。
出光石油化学の樹脂
研究所にてPSの研究
に携わった後、出光興
産本社でPSの研究開
発統括や樹脂の物流
事業に従事する。樹脂
を扱う関連会社への出
向、本社R&D戦略室
などを経て、2021年よ
り現職。

マレーシアにおける
出光の石油化学のあゆみつながりは、世代を超えて

パシルグダン事業所の駐在員が、シンガポールから帰国
する際に入国審査員の男性から「ペトロケミカルズの“出
光”か？」と声を掛けられた。過去にP（M）で勤務して
いたナショナルスタッフの息子だという彼は「父親が出光
で働いていたから、私は大学まで行くことができ、今こ
こで仕事をしている。出光にはとても感謝している」と話
した。マレーシア事業50年の歴史は、幾度も事業撤退
を迫られた困難の歴史でもある。どんな試練の中でも、
異国の地に根を下ろし、事業を通じてその地域社会、
そこで暮らす人々に貢献することこそ、出光が志す海外
事業のあり方である。

当社グループの石油化学事業初
の海外進出となるペトロケミカル
ズ（マレーシア）を設立。翌年に
ポリスチレン製造工場完成。

1 9 7 2年
ジョホール州の王（右）から大和
勝出光石油化学社長（当時）へ、
事業を通した貢献に対し名誉の
称号“Dato”が授与された。

1 9 7 6年
ペトロケミカルズ（マレーシア）の
現装置が完成。同年、ペトロナ
スとの合弁会社、出光SM（マレー
シア）を設立。

1 9 9 3年
マレーシアにおけるSPSの製造
を目的とし、出光アドバンスドマ
テリアルズ（マレーシア）を設立。

2 0 1 9年

開

拓

の

狼

煙
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　SPSは、1985年に当社が世界で初めて合成に成功したエンジニア
リングプラスチック。PSの弱点である油、薬品への脆

ぜいじゃく

弱性を改良し、
高耐熱性（270℃）、耐薬品性、耐スチーム性など優れた性能を有す
る。主に、コネクタ部材など自動車部品で広く採用されている他、身
の回りでは、家電や電子レンジ・食洗機に対応した食器類など、幅
広い分野で活躍するプラスチック樹脂だ。

人気実演販売士に
よるSPSの

わかりやすい解説動
画はこちら!

▲ SPSが使用された製品群の一部

パシルグダン事業所に所属する
4つの事業会社とそこで働く人 を々紹介します。

O u r  B u s i n e s s  i n  P a s i r  G u d a n g

T O P I C

2
0
2
3
年
1
月
22
日
、
パ
シ

ル
グ
ダ
ン
事
業
所
内
で
、
S
P
S

の
第
二
製
造
装
置
が
完
工
し
た
。

出
光
の
独
自
技
術
に
よ
り
製
造
さ

れ
る
S
P
S
は
、
そ
の
品
質
を
高

く
評
価
さ
れ
、
自
動
車
の
電
動
化

や
、
5
G
な
ど
高
速
通
信
機
器
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
、

需
要
が
年
率
約
10
％
で
伸
長
し
て

い
る
。
各
分
野
で
重
要
な
素
材
と

し
て
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
以
前

か
ら
、
よ
り
安
定
し
た
供
給
体
制

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
電

気
自
動
車
や
高
速
通
信
機
器
の
需

要
拡
大
も
見
据
え
、
千
葉
県
内
の

第
一
製
造
装
置
と
の
2
基
体
制
と

す
る
こ
と
で
、
安
定
供
給
体
制
を

確
立
し
た
。
建
設
に
お
い
て
は
自

社
単
独
で
の
海
外
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
建
設
、
重
要
機
器

の
自
社
発
注
・
立
上
げ
と
高
い

ハ
ー
ド
ル
に
挑
戦
。
さ
ら
に
、

2
0
2
0
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
出
社
制
限
で
建

設
遅
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

日
本
人
駐
在
員
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

タ
ッ
フ
が
一
致
団
結
し
、
出
光
本
社

の
各
部
署
、
事
業
所
全
体
の
支
援
の

下
、
2
0
2
3
年
上
期
中
の
商
業
運

転
開
始
を
見
込
む
。
今
後
、
千
葉

に
あ
る
第
一
製
造
装
置
と
共
に
、

自
動
車
・
家
電
・
日
用
品
分
野
を

は
じ
め
と
す
る
全
世
界
の
S
P
S

ユ
ー
ザ
ー
へ
の
安
定
供
給
を
担
う

重
要
拠
点
と
な
る
。

需要拡大するSPSの
新製造装置が完工

国
内
・
国
外
の
2
基
体
制

で
安
定
供
給
を
実
現
す
る

　

SPS（シンジオタクチックポリスチレン）とは？

2020年2月から約3年間、マレーシアへ赴任して商業運転準備に
携わりました。建設は人の手で行うものなので、英語が堪能でも
最後は現地の母国語でやり取りをします。紙とペン、そして体を
使って意思を伝え、食事は皆と同じように素手で食べて、ナショナ
ルスタッフとの関係を築いていきました。言葉や宗教、文化の違い
があっても、私の意図を翻訳して伝えてくれ、真っ先に頼ってくれ
る姿に、心は通じていると実感します。そのような仲間たちのお陰
で、無事に完工を迎えられました。

◀ 長尾（左）とナショナルスタッフ

C O L U M N

出光アドバンスドマテリアルズ
（マレーシア）
Assistant Manager （Mechanical）
（当時）

長尾 尚憲

出光ケミカルズ
（マレーシア）

16名従業員

ペトロケミカルズ
（マレーシア）

155名

生産能力11万トン/年

従業員

PS製造装置

出光SM
（マレーシア）

122名

生産能力24万トン/年

従業員

SM製造装置

出光アドバンスドマテリアルズ
（マレーシア）

73名従業員

第2 SPS製造装置 生産能力9千トン/年

※従業員数は2023年6月現在
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浮
上
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
問
題
な
ど
複
合
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
業
と
し
て
ど
こ
ま
で
責
任
を
果
た

し
な
が
ら
変
革
を
し
て
い
く
か
は
、
ひ

じ
ょ
う
に
難
し
い
問
題
で
す
。

出
光
興
産
は
、「
責
任
あ
る
変
革
者
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
私

は
こ
れ
は
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
な
コ
ン
セ

プ
ト
だ
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
お
客

様
、
株
主
、
従
業
員
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
地
球
環
境
な
ど
全
て
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
価
値
を
提

供
し
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
と
、

必
ず
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
未
来
に

お
い
て
も
責
任
あ
る
企
業
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
は
、
変
革
を
遂
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス

を
踏
ん
で
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

「
責
任
」
を
分
解
し
て
、
誰
の
た
め

に
ど
う
い
う
責
任
を
担
う
の
か
、
そ
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
変
革
が
必
要
な
の

か
を
徹
底
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
必

要
で
し
ょ
う
。
重
要
な
の
は
、
目
の

前
の
お
客
様
に
対
す
る
責
任
だ
け
に

と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
お
客
様
の

今
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
だ
け
で
は
、
将

来
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
ず
、
出
光
興

産
は
変
革
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
お
客
様
自
身
も
悩
み
な
が
ら
C
N

に
向
け
て
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
お
客
様
の
将
来
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
現
在
と
未

来
の
両
方
の
視
点
か
ら
、
お
客
様
に
対

し
て
果
た
す
べ
き
責
任
を
具
体
的
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
出

光
興
産
が
、
お
客
様
と
共
に
変
革
を
遂

げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

ま
た
、
変
革
に
は
リ
ス
ク
が
伴
い

ま
す
。
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
も
、
ひ
と
つ
の
選
択
肢
に
懸
け
る
の

は
リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ
ま
す
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
企
業
と
連
携
し
て
リ
ス
ク
を

分
散
し
つ
つ
新
し
い
技
術
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
と
い
う
動
き
方
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
。
欧
州
や
米
国
は
、
ク

リ
ー
ン
テ
ッ
ク
系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

と
連
携
す
る
な
ど
迅
速
に
対
応
し
て

い
ま
す
ね
。
自
社
だ
け
の
自
前
主
義

で
は
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
に
視
野
を
広
げ
、

市
場
の
需
要
が
ど
う
動
い
て
い
く
の
か

を
見
極
め
な
が
ら
、
ど
う
い
う
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
が
ど
こ
に
い
て
、
ど
う
い
う

形
で
連
携
す
る
の
が
ベ
ス
ト
か
常
に
考

欧
州
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
C
N
）
や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
実
現
に
向
け
て
、
政
策
の
立
案
も

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転
換
も
、

と
て
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
前
に
進
ん
で

い
ま
す
。
例
え
ば
、
製
品
の
使
用
材

料
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
で
の
C
O
2
排
出
量
な
ど
の
情
報
を

共
有
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
パ

ス
ポ
ー
ト
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
な
い
製
品
は
欧
州
で

は
選
ば
れ
に
く
い
と
い
う
事
象
が
起
こ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

日
本
の
モ
ノ
が
海
外
で
は
売
れ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
気
が

付
い
た
ら
世
界
の
ル
ー
ル
が
で
き
上
が

り
、
日
本
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
、

日
本
も
C
N
と
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
G
X
）
の
取
り
組
み
を

前
進
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
さ

や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り

え
、
動
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
情
報
力
や
目
利
き
力
が
問
わ
れ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
責
任

と
リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
り

な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
変
革

を
遂
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
取
締
役
会
で
発
言
す
る
と
、

「
忌き

憚た
ん

の
な
い
ご
意
見
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
（
笑
）。
外
部
の
視
点
か
ら
の
率
直

な
提
言
を
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
た

上
で
、
木
藤
社
長
は
じ
め
皆
さ
ん
が

丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
建
設

的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
健
全
な
こ

と
で
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
点
と
も
い
え

ま
す
。
ま
た
社
員
の
皆
さ
ん
は
、
強

い
責
任
感
を
持
っ
て
懸
命
に
現
場
を

担
っ
て
い
ま
す
。
真
面
目
で
責
任
感

が
強
い
と
い
っ
た
日
本
の
良
さ
を
体

現
す
る
社
員
が
集
ま
り
、
新
し
い
意

見
や
知
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
厭い

と

わ
な
い
出
光
興
産
で
あ
れ
ば
、
必
ず

や
“
責
任
あ
る
変
革
”
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
が
出
光
興
産
の
社
外
取
締
役
を

お
引
き
受
け
し
た
の
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
大
き
い
こ
と
も
ひ
と
つ
の
理
由
で

す
。
欧
州
の
環
境
分
野
に
携
わ
る
企

業
か
ら
眺
め
ま
す
と
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
業
界
は
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
直
面
し
て
い
る
と
痛
感
し
ま
す
。

し
か
し
、
難
し
け
れ
ば
難
し
い
ほ
ど
面

白
い
挑
戦
で
す
。
社
員
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
ひ
じ
ょ
う
に
や
り
が
い
の

あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
は
ず
で
す
。「
責

任
あ
る
変
革
者
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

ビ
ジ
ョ
ン
に
共
に
挑
み
、
C
N
の
新
し

い
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

現
在
と
未
来
の

視
点
か
ら

責
任
を
具
体
化
し

変
革
を
遂
げ
る

vol.3

社
外
取
締
役
　

野
田 

由
美
子

外
か
ら

外
か
ら

見

た

見

た

出

光

出

光

1
9
8
2
年
、バ
ン
ク
・
オ
ブ・
ア
メ
リ
カ
東
京
支
店
入
社
。そ
の
後
、
日
本
長
期
信
用
銀
行

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
・
ロ
ン
ド
ン
支
店
、P
w
C
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
、横
浜
市
副
市
長

な
ど
を
経
験
し
、2
0
1
7
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
ヴ
ェ
オ
リ
ア
の
日
本
事
業
会
社
ヴ
ェ
オ
リ

ア
・
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。2
0
2
0
年
6
月
に
は
代
表
取
締
役
会
長
。

ヴ
ェ
オ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、全
世
界
で
水
・
廃
棄
物
・エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
事
業
分
野
で
革
新
的

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
設
計
・
提
供
し
、「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
環
境
変

革
）」の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
企
業
を
目
指
す
。2
0
2
1
年
6
月
か
ら
出
光
興
産
社
外
取
締
役
。

2
0
2
3
年
5
月
31
日
に（
一
社
）日
本
経
済
団
体
連
合
会（
経
団
連
）副
会
長
に
就
任
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

最
後
に
、当
社
へ
の

期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

当
社
が“
責
任
あ
る

変
革
”を
果
た
す
た
め
に
、

必
要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

Q

社
外
取
締
役
に
就
任
さ
れ
て

感
じ
た
当
社
の
印
象
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Q

海
外
と
の
比
較
に
お
い
て
日
本
の

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

Q

1415
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川
崎
の
夕
景

歴

史

散

歩

川崎油槽所と日章丸二世

経済発展の転換点となった 日章丸事件
第二次世界大戦後、当時最大の産油国であったイランでは、石油資源が英国の会
社の管理下にあった。貿易利益が分配されないことについての国内の不満が高まった
ことを受け、1951年、イラン政府は石油の国有化を宣言する。これに反発した英国がイ
ランに軍艦を派遣し、事実上の禁輸措置を設ける事態に至った。そんな緊迫した状況
下で、当社の創業者・出光佐三は石油タンカー「日章丸二世」を極秘裏にイランへと
差し向けた。もちろん安全の保証はないが、日本の経済的復興を憂慮しての判断だっ
た。船は約2万2千kℓのガソリンと軽油を載せて川崎港に帰港した。戦勝国の圧力に
屈しない行動に、大勢が喝采した。この「日章丸事件」を機に、世界は石油の自由取引
にむけて動きだす。日本にとっても経済発展の追い風となる、大きな転換点だった。

日
本
各
地
に
散
る
、
出
光
興
産
の
足
跡
を
追
っ
て
。

夕
方
6
時
。日
が
沈
む
前
の
ほ
ん
の

ひ
と
と
き
、仕
事
を
終
え
て
家
路
に
つ

く
人
々
の
横
顔
を
、薄
桃
色
の
夕
焼
け

が
あ
た
た
か
く
照
ら
す
。川
崎
港
の

夕
日
は
、日
本
の
発
展
を
支
え
て
働
く

人
々
を
連
綿
と
見
守
って
き
た
。

1
8
5
9
年
横
浜
開
港
。当
時
の

人
々
は
、欧
米
の
技
術
力
に
驚き
ょ
う
が
く愕し

た
。

「
追
い
付
き
、追
い
越
さ
ね
ば
。」そ
の

情
熱
に
支
え
ら
れ
た
川
崎
港
は
、工
業

の
拠
点
と
し
て
急
速
な
発
展
を
遂
げ

る
。日
本
中
で
文
明
開
化
が
進
ん
で
、

明
治
維
新
の
風
が
吹
く
中
で
、こ
こ
で

は
臨
海
部
の
埋
め
立
て
が
進
み
、夥
お
び
た
だし

い
数
の
工
場
が
立
ち
上
が
っ
た
。

20
世
紀
後
半
、高
度
経
済
成
長
期

に
、川
崎
の
輝
き
は
最
高
潮
に
達
し

た
。設
備
投
資
や
技
術
革
新
が
進
み
、

軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業
へ
の
転
換

が
急
速
に
進
ん
だ
。川
崎
を
含
む
東

京
湾
岸
部
の
一
大
工
業
地
帯
は
、「
奇

跡
」と
呼
ば
れ
る
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
日
本
の
復
興
の
立
役
者
だ
っ
た
。

そ
ん
な
川
崎
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ひ
と

つ
、川
崎
マ
リ
エ
ン
。巨
大
な
門
の
形
を

し
た
建
物
の
最
上
階
は
地
上
51ｍ
の
展

望
室
で
、市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
。3

6
0
度
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
か
ら

は
、工
場
群
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き

る
。も
う
す
ぐ
日
没
だ
。暮
れ
な
ず
む

視
界
に
、無
数
に
浮
か
び
上
が
る
地
上

の
星
を
眺
め
よ
う
。川
崎
港
の
歴
史

に
、思
い
を
馳は

せ
て
。



眼光紙背
出光佐三店主の言葉（

前
略
）「
出
光
商
会
は
事
業
を
目
標
と
せ
よ
、
金
を

目
標
と
す
る
な
。
し
か
し
な
が
ら
決
し
て
金
を
侮ぶ

蔑べ
つ

し
軽

視
せ
よ
と
言
う
の
で
は
な
い
。
現
代
の
資
本
主
義
制
度
の

時
代
に
、
金
力
を
無
視
し
軽
視
す
る
事
は
自
己
破
滅
で
あ

る
。
事
業
資
金
と
し
て
大
い
に
金
を
儲
け
ね
ば
な
ら
ぬ
、

経
費
も
節
約
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
冗
費
無
駄
を
省
か
ね
ば
な

ら
ぬ
、
そ
し
て
将
来
の
事
業
資
金
を
蓄
積
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

た
だ
将
来
の
事
業
の
進
展
を
邪
魔
す
る
よ
う
な
、
儲
け
方

は
し
て
は
な
ら
ぬ
。
あ
く
ま
で
も
事
業
を
主
と
し
、
資
本
蓄

積
を
従
と
し
、
こ
の
本
末
を
誤
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
時
に
触

れ
折
を
選
ん
で
店
員
に
申
し
聞
か
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

金
を
尊
重
せ
よ
、
し
か
し
な
が
ら
金
に
ひ
ざ
ま
づ
く
な
と
い

う
、
こ
の
呼
吸
気
分
は
金
の
奴
隷
た
る
事
と
真
に
紙
一
重 

で
あ
る
。
店
員
の
不
断
の
修
養
の
力
に
の
み
よ
り
て
、
こ
の

妙み
ょ
う

諦て
い

を
体
得
し
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
人
間
尊
重
、
人
物

養
成
の
必
要
な
る
所ゆ
え
ん以
も
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

人
が
金
を
使
う
と
い
う
事
は
余
り
に
当
然
過
ぎ
た
理
想

で
あ
り
ま
し
た
。
書
生
論
で
あ
り
ま
し
た
。
苦
し
み
の
種

子
を
蒔
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
限
り
あ
る
資
本
で
年
々

伸
び
行
く
仕
事
を
賄
い
得
る
筈
が
な
い
。
数
年
な
ら
ず
し

て
運
転
資
金
は
枯
渇
し
、
店
員
は
集
金
に
全
力
を
注
い
で

事
業
を
顧
み
る
余
裕
が
な
い
。
仕
事
の
大
部
分
は
金
の
や

り
繰
り
を
す
る
事
と
化
し
た
。
し
か
も
、
他
の
一
つ
の
理

想
で
あ
る
営
業
方
針
を
生
産
者
よ
り
消
費
者
へ
と
せ
し
た

め
、
資
金
を
固
定
せ
し
む
る
事
殊こ
と

に
甚は
な
は

だ
し
く
、
こ
の
二
つ

の
矛
盾
し
た
る
主
義
方
針
に
挟き
ょ
う

撃げ
き

さ
れ
、
金
融
受
難
の
程

度
は
想
像
も
つ
か
な
い
程
度
に
進
ん
だ
。（
中
略
）
し
か
し

な
が
ら
何い

つ時
も
難
関
は
切
り
抜
け
て
い
た
。
世
間
が
助
け

て
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
出
光
商
会
は
店
員
が
立
派
で

揃そ
ろ
っ
て
い
る
、
潰つ
ぶ

す
に
は
惜
し
い
店
だ
、
と
い
う
同
情
が
助

け
て
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
ら
の
同
情
に
背
い

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
責
任
感
だ
け
は
持
っ
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

（
中
略
）
十
四
、五
年
間
の
苦く

賑し
ん

と
、
そ
の
都
度
順
調

に
展
開
し
、
年
々
事
業
の
発
展
す
る
状
態
と
を
見
て
、
店

員
は
悟
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
死
線
を
突
破
し
た
の

は
、
自
分
達た
ち

の
力
で
あ
る
、
努
力
の
賜
た
ま
も
ので

あ
る
と
、
初
め

て
自
分
の
力
強
い
真
の
姿
を
認
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
店
員
も
人
間
尊
重
主
義
の
勝
利
を
確
信

し
、
資
本
は
何
と
か
な
る
、
事
業
は
人
に
あ
り
、
金
は
人

に
あ
り
と
信
ず
る
よ
う
に
な
り
、
全
店
員
一
致
の
下
に
主

義
に
邁ま
い
し
ん進
し
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然し
か

り
と
い

え
で
も
、
こ
の
確
信
も
悟
り
も
永
き
間
の
惨
め
な
苦
賑
が

無
か
っ
た
な
ら
ば
、
果
し
て
こ
の
妙
諦
を
体
得
し
得
た
で 

あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
一
つ
の
苦
労
は
万
の
議
論
に
勝
る
の
で 

あ
り
ま
す
。

1905年に日露戦争で勝利した日本には、「にわか成金」が大量に生まれ、拝金主義がまかり通る風潮がありました。その頃、
神戸高商に通っていた佐三店主がこの風潮に反感を持って、抱いたのがこの主張の原点です。
「黄金の奴隷」だけを見るとギョッとしますが、その言葉の強さから、主張や意志の強さを感じさせ、その意味するところへと
関心を誘う。このような言葉選びの巧みさを佐三店主からは感じられます。
この主張は、会社としての姿勢はもちろん、個々人が仕事をする上でも、お金を稼ぐことが第一の目的ではなく、社会のた
め、自分の成長のために、「高き理想と志を掲げ、挑み続ける」姿勢を貫くことの大切さを訴えかけています。

店
主 

出
光
佐
三

出
典

：

紀
元
二
千
六
百
年
を
迎
え
て
店
員
諸
君
と
共
に（
一
九
四
〇
年
）

解  説

vol.5

黄
金
の

奴
隷
た
る

な
か
れ

1918年頃、極寒の地・満州で
は車軸油が凍結して車軸が
焼き付けを起こすトラブル
が続出し、南満州鉄道（満
鉄）は大きな損失を被ってい
ました。その4年前から満鉄
へ車軸油を納入していた出
光商会は、外油に合わせて
作られた従来の油の仕様に
とらわれず、満州の気候に合
わせて極寒でも凍結しない
「二号冬候車軸油」を新た
に開発しました。この油で外
油2社との満鉄の実車実験
に臨み、出光商会は好結果
を収め、満鉄に全面採用さ
れるに至りました。その後、
満鉄車両の車軸焼損事故
は一掃されました。

30代の出光佐三

1819

出光グループの最新情報をお伝えします

当社は、神戸大学発のベンチャー 
株式会社バッカス・バイオイノ
ベーションへ出資し、バイオ燃料
やバイオ化学品などの生産に活
用可能なスマートセルの開発に共
同で取り組みます。バイオテクノ
ロジーとデジタルテクノロジーと
の融合による技術の応用が進む
中、「微生物を利用したものづく
り」が持続可能な社会へ寄与でき
る技術として注目されています。
その技術の鍵となるのが、有用物
質を大量かつ高効率に製造でき
るスマートセル。バッカス社は、
最先端のスマートセル開発技術
を保有し、遺伝子の設計から微
生物の育種など、一貫したサービ
スを提供しています。

当社は、千葉事業所隣接エリアにおける使用済みプラスチック
を原料とした油化ケミカルリサイクル商業生産設備への投資を
決定しました。併せて、共同で油化装置の技術確立に取り組ん
できた環境エネルギー株式会社と、使用済みプラスチックを原
料とした生成油の生産を行う合弁会社「ケミカルリサイクル・
ジャパン株式会社」を4月に設立しました。本事業では、使用
済みプラスチックから、生成油を生産し、原油に替わる原料と

として、当社の石油精製装置や石油化学装置にて精製・分解・
重合して「リニューアブル化学品」を生産します。最終的には
このリニューアブル化学品を原料とし、新たなプラスチック製
品が生産されることで、従来ごみとして焼却されていたプラス
チックを貴重な資源として再利用することが可能になります。

先端バイオテクノロジーを有するバッカス・バイオイノベーションへ出資

使用済みプラスチックを原料とした油化ケミカルリサイクル商業生産設備への投資を決定

※ 本件については本誌次号以降で詳しくお伝えする予定です。

元の微生物

遺伝子改変技術と情報解析との
組み合わせにより、目的物生産量
を最大化した生物・細胞

生物機能を
デザイン

機能発現を
制御

生物機能を
デザイン

スマートセル

バイオマス、CO²

最先端
バイオ技術

デジタル技術
（ITや人工知能を活用）

有用物質
（バイオ燃料、バイオ化学品など）
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詳細はこちら
環境フォト・コンテスト
「わたしのまちの○と╳」

特設ウェブサイト

今年も小学生、中学生、高校・高等専門学校生を対象に、
7月3日から9月29日まで環境フォト・コンテスト「わたしのまちの〇と╳╳」の
作品を募集します。

学校の環境教育やSDGs学習のひとつとして活用していただき
子どもたちが何気ない身近な風景を見つめ直し、
環境を大切にする心を育んでくれることを願っています。

未来につなげる「〇」がある。未来に変えたい「×」がある。
環境フォト・コンテスト「わたしのまちの〇と×」

第18 回高校・高等専門学校部門 金賞 
【保護と発展】

第18 回中学校部門 金賞 
【自然の山と街の山】

第18 回小学校部門 金賞 
【魚を守ろう。】

環境をテーマにした
写真と作文募集

第第1919回 回 
環境フォト・コンテスト環境フォト・コンテスト

わたしのまちのわたしのまちの
とと




